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ABSTRACT It is believed that the spaceborne lidars have many fruitful advantages for

observing the earth environment from space. This paper presents current status of not only

NASDA's spaceborne lidar program but also NASA's one and ESA's one.

1.はじめに　二度にわたるH-IIロケットの打

ち上げ失敗は,日本の地球観測衛星計画の根幹を

揺り動かした｡宇宙開発事業団(NASDA)は､衛星

計画の全てについて見直しを行い開発要素の大き

な試験･実験衛星ミッションは当面その開発を中

止とすることにし､その結果､ミッション実証衛

星(MDS: Mission Demonstration Satellite)計

画全般の中止が決定された｡ご承知のとおり, MDS

2号機(MDS-2)にはミ-後方散乱ライダー(ELISE:

Experimental Lidar In Space Environment)が搭

載されることになっていて､もし予定通りに2003

年春に打ち上げられたのなら､世界初のライダー

衛星が誕生していた｡

本文では, EHSE計画中止以降のNASDAにおける

ライダーに関連した動きや､世界の衛星搭載ライ

ダー開発の現状を報告する｡

2. NASDA､ CRLでの現状

(1) ELISE計画の中止以降　キーコンポーネン

トであるレ-ザ､ APD検出器､検出エレクトロニ

クス系､大口径Be受信望遠鏡などの研究開発は､

2003年春のELISE打ち上げを目指し順調に進んで

いた｡ライダーが21世紀における地球観測衛星の

コア｡センサーであると言う認識の元に､ NASDA

は打ち上げ中止後もキーコンボ←ネントの試作｡

開発の継続と開発コンポーネントの地上試験を積

極的に進め､将来の衛星搭載ライダーのための基

盤技術の蓄積を強力に推進している｡目下のとこ

ろ､下記に示すコンポーネントに対する基礎デー

タの取得に向け､擬似的な宇宙環境下での動作実

験の準備を進めている｡

Nd:YLFレ-ザ(110mJ@ 1.06〃m､ IOOHz)

振動,衝撃テスト

長期間ランニングテスト

Be受信望遠鏡(口径1m¢)

-アライメント技術

熟歪テスト

(2)日欧共同による雲エアロゾル観測ミッショ

ン計画　ライダーはcirrusやエアロゾルの光学

的厚さ(OD)の測定が可能なため､厚い雲の観測

に適した電波レ-ダ(CpR:Cloud Profi l ingRadar)

と組み合わせることにより,雲･エアロゾルが地球

の放射､収支に及ぼす影響を精密に観測でき､そ

の成果は大いに地球温暖化解明に寄与するであろ

うと言われている｡現在のところ計画も含め､雲

エアロゾル観測ライダー衛星プログラムには次の

ようなものがある｡

｡ ATOM-Bl　(NASDA)

ERM　(ESA)

｡ ESSP3-CENACNASA､ CNES)

2000年より, NASDAとESAはそれぞれの雲･エア

ロゾル観測衛星ミッション､ ATOMS-B 1 ､ ERMの共

同プロジェクト化についてサイエンスサイド､エ

ンジニアリングサイドの両面から検討を進めてき

た｡我々は, ELISE開発での遺産を有効に活用しつ

つ､雲･エアロゾルの粒径が推測する為により先端

的な多重散乱光検出可能ライダー(A-Lidar)の提

案を行った｡一方ESAは､レイリー散乱とミ-敬

乱を区別することにより精密な雲･エアロゾルの

OD観測が可能な狭帯域ミ-ライダー(ATLID)を提

案0両ライダーの性能を比較検討した結果､ ESA

提案ATLIDが採用されることになった｡ Fig.1に

Earth CAREミッションの概念図を示す｡
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Fig. 1 Conceptual design of Earth CARE

この日欧共同ミッションは正式名を

EarthCARE(Earth Clouds-Aerosols Radiation

Explorer)とし､ 2001年10月グラグナ(スペイ

ン)において開催される"2009年打ち上げのESA

地球観測衛星ミッション"選考会議で他の4候補

ミッションと共に選考が行われる｡

(3)宇宙ステーション搭載｡コヒーレント･ドッ

プラー･ライダー(iss-JEM/CDL)　この計画は､

(独法)通信総合研究所(CRL)が主体となって進め

ている国際宇宙ステーションの日本実験モジュー

ル｡暴露部(ISSJEM)を用いたコヒ-レント｡ドッ

プラー｡ライダーの宇宙での実証実験計画である｡

現在､ CRlでは出力500mJ,繰り返しIOHz　の

Tin,Ho:YLF MOPAシステムの開発プロジェクトと､

航空機搭載CDLプロジェクトの推進を強力に押し

進めている｡

3. NASAの動向

GLAS CGeoscience Laser Al timeter

satellite)の打ち上げは､他ミッション打ち

上げとのからみもあって2002年7月以降と

なる｡

pICASSO-CENAの打ち上げは､ 2004年｡なお､

名称がピカソ一族からのクレームにより従

来からの名称PICASSOがPICASSO使用できな

くなり､ HESSP3:Earth Science Systems

里athfinder 3　に変更となった.

衛星搭載ドップラーライダーの開発は､ LAWS

プロジェクトやSPACLEプロジェクトのよう

にNASA､ NOAAが主体的に行わず､民間資金

により推進する(DATA-BUYプログラム)｡現

在. Incoherent Doppler LidarがMichigan

Aero Space社によって開発が進められてい

るO一方, NASAは地上でのCAL/VAL技術確立

に向けCoherent Doppler Lidar (NASA/LaRC) ,

Incoherent Doppler Lidar CNAS〟GSFC)を研

究開発中｡

-USAFプログラムの一環として,CTI社におい

てTm:YAGレ-ザ(500mJ, lOOHz)をレ-ザ送

信機に用いた航空機搭載コヒ-レント｡ドッ

プラーライダーが開発中｡

4. ESAの動向
ADM(Atomospheric Dynamic Mission:インコ

ヒ-レント｡ドップラー｡ライダーによる

大気風測定)の打ち上げは､ 2007年｡春の

J'/li｡

-2001年10月グラグナ(スペイン)において

開催される"2009年打ち上げのESA地球観

測衛星ミッション"選考会議で以下のミ

ッションが提案され､選考の結果､ 5候補

から2ミッションが選ばれて,フェイズA

の研究開発に入る｡

｡ Earth CARE

｡ Ⅵ仏工瓜S -Water Vapor Lidar

Experiment in Space

WATS-Water vapor and Wind in

Atmo spheric T rop o sphe re and

S trato sp he re

ACECHEM-Atmospheric Composition

Explorer for Chemistry and Climate

Inte raction

SPECTRA-Surface Processes and

E cosyste m s Change s Through

Re sponse Analysis

4.おわりに
以上､衛星搭載プログラムに関する世界の現状

を報告した｡ライダーを含めアクティブ｡センサ

ーに対する期待は､以前に比べ熱狂的とは言い難

い｡この大きな理由は､予想を上回るコンピュー

タ｡テクノロジーの進歩であるOスペースライダ

ー｡プログラムを今後展開しようとするならは

"なぜ必要か?日を明確にせねばならないと言え

よう｡
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